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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和3年1月28日(2021.1.28)

【公表番号】特表2020-536173(P2020-536173A)
【公表日】令和2年12月10日(2020.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2020-050
【出願番号】特願2020-519378(P2020-519378)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ   1/04     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  27/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/105    (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/16     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   1/10     (2006.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  80/00     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ    1/04     　　　Ｄ
   Ｃ２２Ｃ   27/04     １０２　
   Ｃ２２Ｃ   27/04     １０１　
   Ｂ２２Ｆ    3/105    　　　　
   Ｂ２２Ｆ    3/16     　　　　
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｐ
   Ｃ２２Ｃ    1/10     　　　Ｊ
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   80/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月10日(2020.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　付加製造方法を用いて高エネルギービームにより溶融されて立体構造物となる、モリブ
デン、モリブデン系合金、タングステン又はタングステン系合金からなる、多数の個々の
粉末粒子を含む、部品であって、
　０．１原子％以下の酸素含有量を有することを特徴とする、部品。
【請求項２】
　前記部品は、０．０８原子％以上の炭素含有量を有することを特徴とする、請求項１に
記載の部品。
【請求項３】
　前記部品は、２５原子％以下の炭素含有量を有することを特徴とする、請求項１又は２
に記載の部品。
【請求項４】
　前記炭素含有量（原子％単位）は、前記酸素含有量（原子％単位）以上であることを特
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徴とする、請求項２又は３に記載の部品。
【請求項５】
　前記部品は、純モリブデン又は純タングステンからなるマトリックスに埋め込まれてい
る炭化物を有することを特徴とする、請求項２～４のいずれか１項に記載の部品。
【請求項６】
　含有炭素の総含有量に基づいて、２５原子％超の炭化モリブデン又は炭化タングステン
が存在することを特徴とする、請求項２～５のいずれか１項に記載の部品。
【請求項７】
　前記部品は、造形方向に対して平行な破断面において、破断面の少なくとも５０％で粒
内破壊特性を有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の部品。
【請求項８】
　前記部品は、造形方向に対して垂直な破断面において、破断面の少なくとも５０％で粒
内破壊特性を有することを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の部品。
【請求項９】
　前記部品は、金属間化合物相を含まないことを特徴とする、請求項１～８のいずれか１
項に記載の部品。
【請求項１０】
　金属合金元素の合計は２原子％以下であり、この値がタングステン中にモリブデンを合
金元素として含まないか、又はモリブデン中にタングステンを合金元素として含まないこ
とを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の部品。
【請求項１１】
　造形方向に対して平行な平面における平均ＧＡＲ値は、５未満であることを特徴とする
、請求項１～１０のいずれか１項に記載の部品。
【請求項１２】
　部品を製造するための付加製造方法であって、
　モリブデン、モリブデン系合金、タングステン又はタングステン系合金からなる粒子を
有し、ここで、
　前記粒子が造粒、又は溶融相によって製造され、そして、前記粉末が０．１５原子％以
上の範囲の炭素含有量を有する、出発物質を提供する工程と、
　高エネルギービームを用いて前記出発粉末の前記粒子を積層溶融する工程と、
を含む、付加製造方法。
【請求項１３】
　前記粉末の前記炭素含有量は、２５原子％以下であることを特徴とする、請求項１２に
記載の付加製造方法。
【請求項１４】
　前記出発粉末を提供する工程は、前記溶融相における炭化及び晶粒生成を含み、前記炭
化の工程は、前記晶粒生成の工程前、前記晶粒生成の工程中又は前記晶粒生成の工程後に
実施されることを特徴とする、請求項１２又は１３に記載の付加製造方法。
【請求項１５】
　前記晶粒生成は、溶融相においてプラズマ中の炭素含有雰囲気下で実施されることを特
徴とする、請求項１４に記載の付加製造方法。
【請求項１６】
　前記出発粉末を提供する工程は、炭素質が添加されている原料粉末の造粒を含むことを
特徴とする、請求項１２～１５のいずれか１項に記載の付加製造方法。
【請求項１７】
　前記積層溶融の工程では、製造される前記部品に追加的に熱エネルギーを供給すること
を特徴とする、請求項１２～１６のいずれか１項に記載の付加製造方法。
【請求項１８】
　付加製造方法のための、モリブデン、モリブデン系合金、タングステン又はタングステ
ン系合金からなる粒子を含み、ここで、
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　前記粒子が造粒、又は溶融相によって製造され、そして、前記粉末が０．１５原子％以
上の範囲の平均炭素含有量を有する、粉末の使用。
【請求項１９】
　前記付加製造方法は、選択的レーザ溶融、選択的電子ビーム溶融又はレーザ金属堆積で
あることを特徴とする、請求項１８に記載の粉末の使用。
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